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研究要旨：このプロジェクトでは、双方向性（研究班と実地医家間、研究班と患者間）の医療連携や啓

発活動を通して、研究班の成果を社会に還元することを目的とする。そのような中で、本年度は IBD 患

者への食事指導の実際を知りその上で科学的な根拠に基づいた指導指針を策定することを目指して、食

事指導に関するアンケートを行った。さらに、青黛漢方の実態調査と実地医家・患者へ向けた提言の作

成などを計画した。
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A. 研究目的

班研究で得られた成果を広く国民と実地医家に向

けて広報・啓発を行う。学会（日本消化器病学

会、日本炎症性腸疾患学会等）との連携を図りな

がら診療の質の向上、均等化を進める。特に、双

方向性（研究班と実地医家間、研究班と患者間）

の医療連携や啓発活動を通して、研究班の成果を

社会に還元することを目的とする。

B. 研究方法および結果

（1）IBD 患者へ向けた適正な食事療法の提案

炎症性腸疾患における食事栄養指導は極めて重要

な課題であるが、時代に合った食事指導が行われ

ていない現状がある。栄養学や腸内細菌学を含め

た学術的エビデンスを考慮した新たな食事指導指

針の確立が必要である。本課題においては患者の

参加による双方向視点で取り組む。そのコンセン

サスを形成する目的でアンケート調査を実施した

（長堀先生担当分を参照）。

（2）青黛漢方の実態調査と実地医家・患者へ向け

た提言の作成 一部の潰瘍性大腸炎患者において

青黛成分を含む漢方薬が自費購入されている実態

が存在する。青黛成分の有効性は臨床研究で報告

されていが、一方で肺高血圧、肝障害などの副作用

も報告されている。実態の把握、実地医家や患者へ

の指針、提言を行う。本年度から次年度に実態調

査、提言内容のコンセンサス形成を行い、3 年目に

提言の公開を目指す。

（倫理面への配慮）

厚生労働省、文部科学省による“ヒトを対象とす

る医学系研究に関する倫理指針”および個人情報

保護法に準挺している。

C. 考察

医療連携については、Zoom などのさまざまなデ

バイスを用いた方法を通して強化していく方針で

ある。また、食事療法、青黛漢方の実態調査をテ

ーマとして医療連携を具体的に進める。市民公開

講座は、コロナ禍で本年度は具体的に動いていな

いが、日本炎症性腸疾患学会との密な連携で実施

することが決まった。
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D. 結論

このプロジェクトの基本的な方向性について

検討し実働に移すことができた。

E. 健康危険情報

該当無し

F. 研究発表

１.論文発表

該当無し

２.学会発表

該当無し

G. 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む）

１．特許取得

該当無し

２．実用新案登録

該当無し

３．その他

該当無し


